
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特集 大腸癌について 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 
TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/


                                

外
科 

野
村 

真
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① 

年
齢
：
約
90
％
の
大
腸
癌
は
50
歳
以
上
で
す
。 

② 

大
腸
ポ
リ
ー
プ
：
大
腸
癌
の
リ
ス
ク
要
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
に
内
視
鏡
的
ポ
リ
ー
プ
切
除
を
行
う
こ
と
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。 

③ 

遺
伝
：
大
腸
に
多
数
の
ポ
リ
ー
プ
を
生
じ
る
、
家
族
性
大

腸
ポ
リ
ポ
ー
シ
ス
の
家
系
は
遺
伝
性
が
明
ら
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

④ 

炎
症
性
腸
疾
患
：
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン
病
の

方
は
、
一
般
の
方
た
ち
に
比
べ
て
高
い
大
腸
癌
の
発
症
率
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑤ 

食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
：
肥
満
の
人
た
ち
で
は
50
％
、
２

型
糖
尿
病
で
30
％
の
リ
ス
ク
上
昇
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
動

物
性
脂
肪
の
摂
取
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ハ
ム
の
よ
う
な
加
工
肉
、

赤
身
肉
、
繊
維
の
少
な
い
食
事
な
ど
が
大
腸
癌
の
発
症
に
関

与
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑥ 

タ
バ
コ
と
ア
ル
コ
ー
ル
：
証
明
さ
れ
た
大
腸
癌
の
発
症
危

険
要
因
で
す
。 

 

本
邦
で
は
、
そ
の
罹
患
し
た
癌
の
中
で
大
腸
癌
は
男
性
の
第

３
位
、
女
性
で
は
第
２
位
の
頻
度
で
あ
り
、
合
計
で
は
癌
の
中

で
最
も
罹
患
数
の
多
い
癌
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

大
腸
癌
検
診
は
40
歳
以
上
の
男
女
が
対
象
で
す
。
大
腸
癌
の

検
診
は
便
潜
血
反
応
で
行
い
ま
す
。
腺
腫
な
ど
ポ
リ
ー
プ
が
存

在
す
る
場
合
で
は
20
―
30
％
、
早
期
癌
で
は
30
―
60
％
、

進
行
癌
で
は
80
―
90
％
が
便
潜
血
陽
性
と
な
り
ま
す
。 

一
方
、
逆
に
早
期
癌
が
あ
っ
て
も
60
％
弱
、
進
行
癌
が
あ
っ

て
も
10
％
弱
は
便
潜
血
陰
性
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
便
潜
血
陰
性
で
あ
れ
ば
絶
対
に
ポ
リ
ー
プ
や
癌
が
存
在
し
な

い
、と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、一
回
の
検
査
だ
け
で
な
く
、

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
便
潜
血
反
応
陽
性

の
人
の
う
ち
、
約
６
％
の
人
に
大
腸
癌
が
見
つ
か
っ
た
と
す
る

統
計
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

大
腸
癌
は
ポ
リ
ー
プ
か
ら
癌
に
な
る
と
言
わ
れ
、
ポ
リ
ー
プ

状
の
早
期
癌
の
と
き
は
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
癌
化

し
大
き
く
な
る
と
血
便
・
下
血
、
貧
血
を
来
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

１
．
遺
伝
性
だ
け
な
く
、
生
活
習
慣
に
も

関
係
が
！
（
成
因
） 

２
．
癌
の
中
で
は
男
性
で
は
３
位
、
女
性

で
は
２
位
（
統
計
） 

３
．
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
（
検
診
） 

４
．
便
通
異
常
に
要
注
意
！
（
症
状
） 

 

 
 特集 

１ 

日本外科学会専門医 

癌の中で日本人が最も多くかかっている『大腸癌』 

初期ではご自身では発症に気付かない方も多いです。 

また症状があらわれている場合には、すでに進行した大腸癌であることが多いと考えられます。 

そのため、早期に発見して適切な治療を受けることが大切です。 

 



癌
が
大
き
く
な
っ
て
大
腸
の
内
腔
が
狭
く
な
る
と
、
便
秘
し

た
り
、
便
が
細
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
逆
に
下
痢
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
し
て
大
腸
が
癌
に
よ
っ
て
閉
塞
す

る
と
腸
閉
塞
と
な
り
、
こ
の
場
合
に
は
腹
部
が
膨
満
し
、
腹
痛

や
嘔
吐
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

■
大
腸
内
視
鏡 

肛
門
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
大
腸
の
内
側
か
ら
観
察
し
ま

す
。
大
腸
内
の
ポ
リ
ー
プ
や
癌
な
ど
の
腫
瘍
を
観
察
で
き
、
腫

瘍
の
一
部
を
採
取
し
て
良
悪
性
の
鑑
別
を
行
い
ま
す
。 

■
注
腸
検
査 

肛
門
か
ら
バ
リ
ウ
ム
を
注
入
し
、
大
腸
の
壁
に
バ
リ
ウ
ム
と

空
気
を
付
着
さ
せ
て
大
腸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
影
し
ま
す
。
病

変
の
位
置
や
形
態
、
大
き
さ
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。 

■
Ｃ
Ｔ 

大
腸
癌
の
状
態
（
位
置
や
大
き
さ
、
広
が
り
）
や
転
移
の
有

無
（
リ
ン
パ
節
、
肝
臓
、
肺
、
腹
膜
な
ど
）
を
調
べ
ま
す
。 

 

必
要
に
よ
り
、
腹
部
超
音
波
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
検

査
を
追
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

大
腸
癌
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
治
療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

大
腸
癌
の
治
療
法
に
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。 

① 

内
視
鏡
的
切
除 

② 

手
術
治
療
（
腹
腔
鏡
下
手
術
な
い
し
開
腹
手
術
） 

③ 

化
学
療
法 

④ 

放
射
線
治
療 

 単
独
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ら
の
複
数
を

組
み
合
わ
せ
て
治
療
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治
療
方
針
は
癌

の
進
行
度
と
大
腸
癌
の
部
位
に
よ
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
患
者

さ
ん
と
担
当
医
と
が
、
話
し
合
っ
て
決
定
し
ま
す
。 

１
．
内
視
鏡
的
治
療 

い
く
つ
か
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
早
期
の
癌
の
場
合
に
は
、

外
科
手
術
で
な
く
、
内
視
鏡
的
な
治
療
で
完
治
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
科
で
は
な
く
、
消
化
器
内
科
で
行
わ

れ
る
た
め
、
詳
細
は
省
略
し
ま
す
。 

２
．
手
術
治
療 

内
視
鏡
的
な
治
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
大
腸
癌
の
場
合

に
は
、
外
科
で
手
術
と
な
り
ま
す
。
大
腸
癌
に
は
結
腸
癌
と

直
腸
癌
と
が
あ
り
ま
す
が
、
治
療
方
法
が
異
な
る
点
が
あ
り

ま
す
。 

■
結
腸
癌
手
術 

① 

腸
切
除
：
癌
の
口
側
お
よ
び
肛
門
側
と
も
に
約
10
㎝
離
し

て
腸
切
除
を
行
い
ま
す
。 

② 

リ
ン
パ
節
郭
清
：
転
移
す
る
可
能
性
の
あ
る
リ
ン
パ
節
を
、

腸
や
血
管
と
一
緒
に
一
塊
と
し
て
切
除
し
ま
す
。 

③ 

吻
合
：
切
除
し
た
口
側
と
肛
門
側
の
腸
同
士
を
つ
な
ぎ
ま

す
。（
図
１
、
図
２
） 

      

        

■
直
腸
癌
手
術 

① 

腸
切
除
：
肛
門
に
近
い
た
め
、
癌
の
肛
門
側
10
㎝
の
距
離

を
と
っ
た
切
除
は
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
癌
の
存
在

部
位
に
よ
っ
て
肛
門
側
の
切
除
ラ
イ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

肛
門
に
極
め
て
近
い
癌
の
場
合
、
肛
門
の
温
存
は
不
可
能
で
、

人
工
肛
門
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

② 

リ
ン
パ
節
郭
清
：
結
腸
癌
と
同
様
に
、
転
移
す
る
可
能
性

の
あ
る
リ
ン
パ
節
を
、
腸
や
血
管
と
一
緒
に
一
塊
と
し
て
切

除
し
ま
す
。 

③ 

吻
合
：
吻
合
が
可
能
な
場
合
行
い
ま
す
が
、
不
可
能
な
場

合
人
工
肛
門
を
造
り
ま
す
。（
図
３
、
図
４
） 

④ 

場
合
に
よ
っ
て
は
放
射
線
治
療
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

           

５
．
ま
ず
は
検
査
を
し
ま
す 

６
．
当
科
で
は
腹
腔
鏡
手
術
を
行
っ
て
い

ま
す
（
治
療
） 

２ 

特集：大腸癌について 

図２ 

例）結腸右半切除術 

図１ 

切除範囲 

10㎝ 10㎝ 

図４ 

人工肛門 
(ｽﾄｰﾏ) 

肛門を閉鎖 
図３ 

自動吻合器を用いて吻合 



例
）
前
方
切
除
術 

直
腸
癌
の
基
本
的
な
手
術
法
で
す
。
直
腸
を
一
部
残
し
て
結

腸
と
機
械
で
吻
合
し
ま
す
。
肛
門
は
温
存
さ
れ
ま
す
。 

 

例
）
直
腸
切
断
術 

癌
が
肛
門
に
非
常
に
近
く
、
肛
門
温
存
が
困
難
な
場
合
や
、

肛
門
を
温
存
し
た
場
合
に
は
高
度
の
術
後
排
便
障
害
が
見
込
ま

れ
、
患
者
さ
ん
の
術
後
の
生
活
の
質
が
悪
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
、
肛
門
を
含
め
て
直
腸
を
切
除
し
人
工
肛
門

を
造
り
ま
す
。 

 ■
腹
腔
鏡
手
術
に
つ
い
て 

通
常
の
大
腸
癌
の
手
術
治
療
で
は
、
腹
腔
鏡
手
術
が
選
択
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
２
０
２
０
年
の

結
腸
・
直
腸
癌
の
全
手
術
の
う
ち
、
約
半
数
が
腹
腔
鏡
手
術
で

し
た
。 

開
腹
手
術
の
場
合
で
は
２０
㎝
程
の
傷
と
な
り
ま
す
が
、
腹
腔

鏡
手
術
で
は
５
㎝
ほ
ど
の
傷
で
手
術
が
可
能
で
す
。
炭
酸
ガ
ス

で
腹
腔
内
を
気
腹
し
、
腹
腔
鏡
で
腹
腔
内
を
観
察
し
な
が
ら
、

５
㎜
か
ら
１
㎝
ほ
ど
の
ト
ン
ネ
ル
（
ポ
ー
ト
）
を
３
～
４
か
所

作
成
し
、
細
い
器
具
を
挿
入
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。（
図
５
） 

手
術
中
に
腹
腔
鏡
手
術
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
開
腹
手
術
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

腹
腔
鏡
手
術
は
、
傷
が
小
さ
く
整
容
性
に
優
れ
る
だ
け
で
な

く
、
術
後
創
感
染
や
腸
閉
塞
な
ど
の
合
併
症
も
少
な
く
、
痛
み

の
程
度
も
軽
い
た
め
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
開
始
が
可
能
で
す
。 

一
方
、
癌
の
場
所
、
癌
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
、
他
臓
器
に
浸

潤
し
て
い
る
、
肥
満
者
や
開
腹
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
癒

着
が
予
想
さ
れ
る
方
な
ど
は
、
腹
腔
鏡
手
術
の
適
応
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
の
適
応
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
主
治
医
と
相
談
の
上
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 

            

 

１
．
大
腸
癌
手
術
後
の
再
発
率 

大
腸
癌
は
手
術
で
取
り
切
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
も
再
発

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
術
後
に
は
す
べ
て
の
結
果
が
判
明
し

た
の
ち
、
ス
テ
ー
ジ
が
決
定
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は 

～ 

ま

で
あ
り
、
進
行
す
る
に
つ
れ
再
発
率
は
上
昇
し
ま
す
。 

（
ス
テ
ー
ジ 
：
術
前
に
肺
や
肝
臓
な
ど
遠
く
の
臓
器
へ
の

転
移
が
判
明
、
手
術
で
完
全
に
切
除
出
来
な
い
進
行
癌
な
ど
。） 

■
術
後
再
発
率 

ス
テ
ー
ジ 

 
 

３
．
７
％ 

ス
テ
ー
ジ 

 

１
３
．
３
％ 

ス
テ
ー
ジ 

 

３
０
．
８
％ 

２
．
術
後
の
定
期
検
査 

再
発
す
る
時
期
は
術
後
３
年
以
内
に
約
80
％
以
上
、
術
後
５

年
を
超
え
て
の
再
発
は
１
％
以
下
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
術
後

３
年
ま
で
は
３
か
月
に
１
回
、
３
年
以
上
は
６
か
月
に
１
回
、

術
後
５
年
間
ま
で
を
目
安
に
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。検
査
は
、

血
液
検
査
で
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
測
定
、
Ｃ
Ｔ
、
大
腸
内
視
鏡
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

３
．
術
後
補
助
化
学
療
法 

術
後
に
再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
行
う
抗
癌
剤
を
用
い
た

治
療
を
、
術
後
補
助
化
学
療
法
と
い
い
ま
す
。 

■
適
応
と
な
る
進
行
度 

基
本
的
に
は
ス
テ
ー
ジ 

が
適
応
と
な
り
ま
す
が
、
ス
テ
ー

ジ 

で
も
、
腸
閉
塞
を
き
た
し
て
い
た
場
合
、
多
臓
器
浸
潤
を

認
め
た
場
合
な
ど
、
再
発
リ
ス
ク
が
高
い
ス
テ
ー
ジ 

に
は
、

術
後
化
学
療
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
時
期
と
化
学
療
法
の
内
容 

術
後
１
―
２
か
月
頃
ま
で
に
開
始
し
、
原
則
約
６
か
月
間
行

い
ま
す
。
外
来
化
学
療
法
と
入
院
化
学
療
法
と
が
あ
り
、
使
用

さ
れ
る
薬
剤
も
多
種
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
や
患
者
さ
ん
の
年

齢
、
全
身
状
態
、
社
会
的
背
景
な
ど
を
考
慮
し
て
、
決
定
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
と
話
し
合
い
、
そ
の
方
に
最
も
合
っ
た
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

大
腸
癌
は
、
早
期
で
は
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
ま
た
、
い
つ
も
と
違
う
便
通

の
症
状
が
現
れ
た
時
に
も
、
早
め
の
受
診
、
検
査
、
治
療
で
完

治
可
能
と
な
り
得
ま
す
。
積
極
的
に
受
診
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
当
科
で
は
腹
腔
鏡
手
術
を
大
腸
癌
だ
け
で
な
く
、
胃

癌
、
胆
石
症
、
虫
垂
炎
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
外
科
あ
る
い
は
消
化
器
内
科
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 
 

 

（
引
用
：
日
本
臨
床
外
科
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

７
．
通
院
で
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
！
抗
癌

剤
が
必
要
な
場
合
も
。（
術
後
） 

さ
い
ご
に 

３ 

特集：大腸癌について 

図５ 

Ｓ状結腸切除術（開腹術） 

炭酸ガスを入れて 
お腹をふくらませます 

鉗子 

腹腔鏡 
（カメラ付き、 
映像をモニターに映す） 

腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術 

Ⅰ 

Ⅳ 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Ⅲ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅳ 



 

 

         

 

 

 

 

１０月８日は「い（１）れ（０）ば（８）」（入れ歯）と読む語呂合わせから、「入れ歯の日」となってい

ます。 

入れ歯や差し歯のおかげで美味しく食事ができて、楽しく会話もできる。その感謝を込めて、２００５年

に日本歯科技工士会が「入れ歯の日」を制定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 歯科衛生士に聞こう ～ 

歯科衛生士 工藤 理恵 

◆下関歯科技工士会では、平成元年より

「入れ歯の日」に近い吉日を選んで、

使用されなくなった入れ歯を、感謝を

込めて供養し、焼却する、入れ歯供養

祭を行っています。 

 

昨年は、１０月１８日（日）に大坪八幡宮（下関市羽山町）で行われました。 

 

◆この八幡宮には、入れ歯供養碑が建立されており、

〝よく咬んで食す〟と刻まれたその言葉のとお

り、目的を果たし、役割を終えた入れ歯を、石碑の

裏にある収納箱に納め、供養祭当日に供養したうえ

で、焼却しています。 

昨年は、１６７床の入れ歯が供養されたそうです。 

◆使用されなくなった入れ歯の処分にお困りの方もいら

っしゃると思います。このような機会を利用して入れ

歯の供養をされてはいかがでしょうか？ 

４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今
後
も
山
陽
小
野
田
市
民
病
院
と
連
携
し
地

域
の
方
々
の
健
康
を
守
り
、
豊
か
な
生
活
を
送 

る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

 

当
院
は
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
中

心
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
床
診
療
所

も
併
設
し
て
お
り
、
運
動
器
疾
患
や
脳
血
管
疾
患

の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
廃
用
症
候
群

に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
主
と
し
て

い
ま
す
。 

 

山
陽
小
野
田
市
民
病
院
と
は
常
に
連
携
を
取
り

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
骨
折
で
手
術

を
要
す
る
場
合
や
内
科
疾
患
等
で
当
院
で
は
治
療

が
困
難
な
場
合
は
、
山
陽
小
野
田
市
民
病
院
で
治

療
後
、
継
続
的
に
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
方
や
病
状

が
安
定
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
当
院
へ
紹
介
し
て

い
た
だ
き
有
床
診
療
所
や
外
来
等
で
診
療
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
当
院
は
複
合
施
設
で
あ
る
「
ケ
ア
タ
ウ
ン 

フ
ク
シ
ア
紫
苑
」
内
に
あ
り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
多
数
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
当
院
へ
通
院
が
難
し
い
方
は
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も
併
設
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

紫
苑
リ
ハ
ビ
リ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

東 

良
輝 

先
生 

紫苑リハビリ内科クリニック 

所 在 地 山口県山陽小野田市大字厚狭字埴生田503-1 

電話番号 0836-71-1300 

診療時間 午前： 9：00－12：00 

     午後：14：00－18：00  
休  診 木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日 

５ 
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山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

 

整
形
外
科 

前
田 

崇 

先
生 

日本整形外科学会専門医 

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
勤
務
先 

Ａ 

山
口
大
学
整
形
外
科
入
局
→
山
口
県

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
→
大
学
→
島
根

県
立
中
央
病
院
→
新
南
陽
市
民
病
院
→

山
口
労
災
病
院
→
愛
媛
労
災
病
院
→
宇

部
興
産
中
央
病
院
→
山
大
→
山
陽
小
野

田
市
民
病
院
（
現
在
） 

Ｑ 

経
歴 

Ａ 

岡
山
県
立
玉
野
光
南
高
校
→
岡
山
進

研
学
院
→
山
口
大
学
医
学
部
卒
（
平
成

15
年
） 

Ｑ 

専
門
分
野
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ 

特
に
専
門
は
な
く
、
外
傷
を
は
じ
め

一
般
整
形
外
科
で
す
。 

Ｑ 

座
右
の
銘
は
？ 

Ａ 

う
ぬ
う
ぬ
す
る
な
！
（
今
で
も
よ
く

意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
頃

よ
く
母
親
に
言
わ
れ
た
言
葉
で
、
時
に

自
分
を
反
省
す
る
際
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
…
） 

Ｑ 

医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ａ 

漫
画
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
が
好
き
だ

っ
た
か
ら
か
な
ぁ
。 

Ｑ 

ど
ん
な
医
学
生
で
し
た
か
？ 

Ａ 

部
活
の
サ
ッ
カ
ー
、
飲
み
会
、
家
庭

教
師
な
ど
の
バ
イ
ト
が
中
心
の
生
活
を

送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
散
々
好
き
に

さ
せ
て
頂
い
た
分
し
っ
か
り
返
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

Ｑ 

印
象
に
残
っ
た
患
者
さ
ん
は
？ 

Ａ 

体
が
う
ま
く
動
か
せ
な
い
状
態
の
ま

ま
施
設
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
退
院
日
に
私
に
対
し

て
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い

元
気
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
時
、
胸
が
熱
く
な

る
と
と
も
に
忙
し
さ
に
心
を
な
く
し

日
々
漫
然
と
機
械
的
に
仕
事
を
続
け
て

い
な
か
っ
た
か
と
自
分
を
恥
ず
か
し
く

思
い
ま
し
た
。 

Ｑ 

趣
味
は
何
で
す
か
？ 

Ａ 

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
音
楽
鑑
賞
、
読
書
（
主
に
漫
画
）、

ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
（
特
に
ボ
ク
シ
ン
グ
）

が
好
き
で
、
自
分
が
小
学
生
の
こ
ろ
夢

中
で
読
ん
だ
漫
画
〝
北
斗
の
拳
〟
や
〝

め
ぞ
ん
一
刻
〟
、
〝
き
ま
ぐ
れ
オ
レ
ン

ジ
ロ
ー
ド
〟
な
ど
を
最
近
読
み
返
し
て

感
動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ

世
界
Jr.
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

で
あ
っ
た
浜
田
剛
史
は
僕
の
永
遠
の
ス

タ
ー
で
す
。 

 

患
者
さ
ん
に
対
し
て
一
言 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
辟
易
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
お
互
い
笑
顔
を
忘
れ
ず
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者 山本 善江 

青 翡 翠
アオショウビン

 

 くちばしと足は赤く、目は黒い。

体長は２５㎝ほど。赤翡翠と同じ

くらいの大きさ。頭から脇腹まで

は濃い茶色で翼の芯は黒い。カワ

セミ（翡翠・川蟬）とは魚捕りの

王者の意。分布は中近東から東南

アジア迄広く分布する。日本では

迷鳥として南西諸島（石垣島、西

表島）において観察記録がある。 

高千帆公民館 俳画教室 

講師 師井 妙範 

 

花材名 大王松、百合、オンシジウム 
千両、水引 

撮影日 １月８日 
日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

小原流 優和会 

６ 

 

（看護部 Ｍ） 

ココ 

 

 

 

令和２年１２月２３日、山陽小野田市役所において山口東京理科大学との包括連携・協力に関する協

定の締結式を行いました。 

この協定は、それぞれが山陽小野田市立であることを前提に、

包括的な連携のもと知的・人的資源の交流及び活用を図り、山

陽小野田市域の医療、保健及び福祉の発展並びに向上に寄与す

ることを目的としています。 

今後、薬学実習や共同研究を始めとして、他の業務において

も連携を深めてまいります。 

 令和２年１２月２８日、高泊小学校の先生が来院され、同校の

６年生より３７人分のメッセージと千羽鶴が届きました。 

 

この贈り物は、高泊小学校６年生の皆さんがコ

ロナ禍で奮闘する医療従事者のために自分たち

で何かできることはないか思案し、贈ることを決

められたそうです。どのメッセージも温かい応援

や感謝の言葉が綴られており、多くの職員が元気

づけられております。ありがとうございました。 

 

いただいたメッセージの一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

多くの皆様への感謝の気持ちを胸に、 

 

メッセージの一部をご紹介します。 

 

凝ろな過 

 

弊社に関わる全ての方への感謝の気持ちを胸に、これからも社会

に貢献できる企業であり続けるよう努めてまいります。 

 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液 ) 

☆有好香子 
(糖尿病・内分泌 ) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・4 水曜日  午後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

山口大学医師 
☆山﨑隆弘 

(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 

三  診  安田真弓 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

安田真弓 
(消化器 ) 

四  診 山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大楽耕司 藤岡顕太郎 大楽耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 

11:00 – 11:30 

野村真治 
 8:30 –  9:00 

藤岡顕太郎 
11:00 – 11:30 

大楽耕司 野村真治 
8:30 – 11:30 

野村真治 野村真治 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 ☆河合伸也  脇阪敦彦 (新患 ) 前田  崇 (新患 ) 

二  診 金子  昇 (新患 ) 金子  昇 脇阪敦彦 前田  崇 金子  昇 

三  診  前田  崇 ☆柿並康太郎(新患)   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆岡  史朗    ☆岡  史朗  

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆大西佑治  
(第 1・ 3・ 5 月曜日 ) 

☆古澤陽法  
(第 2・ 4 月曜日 )  

☆藤本洋輔  ☆小林  光  ☆岡﨑史子  ☆飯田恵庸  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(第 1 月曜日 )  

☆兼安秀信  
(第 2・3・4・5 月曜日 ) 

 
☆水谷  誠  

(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆藤原万裕  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆濱野弘樹  
☆時高留依  
(第 1・ 2 金曜日 )  

☆川上晶子  
(第 3・ 4・ 5 金曜日 ) 

産 婦 人 科 

婦 人 科  住浪義則  平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

住浪義則  村上明弘  藤田麻美  

産  科  
村上明弘  藤田麻美  

村上明弘  
住浪義則  平野恵美子  

9:00 – 12:00 
平野恵美子  
 9:00 – 12:00 村上明弘  藤田麻美  住浪義則  

午  後  
(予約のみ ) 

藤田麻美  
13:00 – 16:00 

  平野恵美子  
13:00 – 16:00 

 

皮 膚 科 一  診  ☆浅野伸幸   ☆浅野伸幸    

精 神  科  
完全紹介予約制  

一  診      ☆土生建介  

眼 科 

午  前  ☆播磨  希  徳久佳代子  徳久佳代子   徳久佳代子  

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

   
☆山田直之  

(月 1 回 ) 

☆湧田真紀子  
(月 3 回 ) 

 

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–16:00  

☆橋本  誠   ☆橋本智子  ☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 )  

☆菅原一真  

泌 尿 器 科 

一診(新患) 
午   前  

瀧原博史  ☆佐本征弘  山口大学医師  北原誠司  北原誠司  

午   後  
(受付時間 )14:00–16:00  

   瀧原博史   

二診(再来)  北原誠司  北原誠司  瀧原博史  
 8:30 – 10:00  

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人  河野瑠美  内田雅人  内田雅人   

術前診察  河野瑠美  内田雅人  河野瑠美  河野瑠美  内田雅人  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

歯科口腔外科 
(原則予約制 )  

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

14:00 – 15:00 
福田てる代  
浜辺優子  

☆梅田浩嗣  
(手術患者のみ ) 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

脳神経内科  
完全紹介予約制  

午  後     ☆佐野泰照   

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  篠崎文彦      

☆非常勤医師  

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を  
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  山
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和３年２月１日現在)   の医師は要予約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

